














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ティ ･バスの運転手,家の維持 ･管理員 (home
maintenancemen)を監督していました｡そして,
ホームヘルパーの派遣 (homehelpservices),家族
(respiteservices),老人を買い物やデイ ･センター
などへ連れて行くコミュニティ･バスの運行,家の
維持 ･管理員の派遣といったことをしていました｡
家庭の老人を助ける40人のホームヘルパーの女性
がいましたが,彼女たちはまじめでよく働いてくれ,
何ら問題も起こりませんでした｡仕事はとても楽し
かったです｡一番年下のクレイグはハイスクールに
行っていました｡クレイグが帰宅して少しの間一人
で家にいることができるほど大きくなったとき,私
はパートタイムからフルタイムの勤務に替わりまし
た｡
私はギプスランド･カレッジ ･オブ ･エジュケイ
ション (GippslandColegeofEducation)で福祉サ
ービスを通信教育 (externalstudy)で勉強しまし
た｡フルタイムの学生が学期の休みに入ったとき,
私たちは学校-行き, 2週間そこで勉強しました｡
チューターが教えてくれました｡一部は通信教育で,
一部は通学して,勉強しました｡そして,デイブロ
ーマ (diploma,高等教育の修了証書で,学士号よ
りもレベルが低く,専門的で職業とより結びついた
性格のもの)を取 りました｡私が40歳の頃です｡
私はコーディネーターに昇進し,別のところで働く
ことになりました｡その上司は私が勉強のために学
校に行くことを許してくれなかったので,コースを
修了することができませんでした｡私が学校に行っ
たら,私の仕事をする人が他にいなかったので,そ
の と司は通学を許可してくれませんでした｡心が狭
かったから,彼が許可しなかったというのではあり
ません｡
私は62歳までその仕事をしていました｡やめた
のは,15年前です｡20年間働きました｡ボブは心
臓の病気になり,バイパス手術をすることになりま
した｡これは大手術でした｡そこで,私は仕事をや
め,彼と--一緒に家にいることにしました｡
私はブライトン市役所に勤めていましたが,合併
のために,ブライトン市はもうありません｡3つの
市が合併して,ベイ ･サイド市になりました｡市域
がとても広くなりました｡合併前に,私は退職しま
した｡もし働き続けていたら,合併のときに,私は
解雇されていたかもしれません｡今では,スタッフ
の数がはるかに少なくなっています｡私は市役所で
働いている人と会ったことはありませんから,市役
所が福祉サービスを今どのように運営しているのか
知りません｡私はずっと前にやめてしまいましたか
ら,何も言えません｡私はその時にやめてよかった
と思います｡
私たちはインバーロック (Inverloch,メルボル
ンの中心から南東-143キロにある,海に面したビ
クトリア州の村｡人口約4000人)に小さな別荘を
持っていました｡別荘は私の学校に近かったので,
私が学校で勉強するとき,そこに行って泊まりまし
た｡子供たちはそこに泊まってサーフィンをするの
が好きでした｡すべての子供たちはもう巣立って家
にいませんから,私たちは今その別荘を持っていま
せん｡子供たちは今では車を運転してサーフィンに
行きますから,サーフィンをするために別荘に泊ま
る必要はありません｡別荘の維持が負担となったの
で,私たちは別荘を売ってしまいましたo
私は子育てを楽しみました｡子育てと仕事を両立
させていたので忙 しかったのですが,夫がとても助
けてくれました｡私が働き始めたとき,年上の2人
の子供は大学生で,他の子供たちはまだハイスクー
ルや小学校-行っていました｡私はパー トタイムで
働いていましたから,子供が学校から帰って来ると
き,私は家に戻っていました｡ですから,私は保育
園を探したりすることはありませんでした｡私の母
親が生きていて,近くにすんでいましたから,子供
たちが病気のとき,母親が子供たちの世話をしてく
れました｡保育園を探したりすることはありません
でしたから.子育てと仕事の両立はそれほどむずか
しくありませんでした｡
休みの期間になると,私たちは別荘によく行きま
した｡夫が子供たちとそこに泊まって,私はこの家
にいて仕事に行きました｡そのあと,私が別荘に行
き,夫は家に戻って,仕事に行きました｡交替で子
供たちのめんどうを見ながら,私たちはうまくやり
くりをしました｡私は皿洗いをほとんどしたことが
ありません｡夫が子供たちと皿洗いをやってくれま
した｡夫は子育てや家事をやってくれました｡子供
たちもそうでした｡大きな子供たちは小さな子供た
ちを助けてあげていました｡幸せな時代でした｡す
べての家族が家庭にいて,社会がゆったりとしてい
たので,多くの問題に直面することもありませんで
した｡麻薬の恐怖のような,現在,問題となってい
るようなこともありませんでした｡
年上の2人の子供は勉強に熱心で,大学で学位を
とりました｡娘はモナシュ大学の医学部で働いてい
ますLl彼女は病院学 (hospitalscience)を専攻して
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いますが,私は彼女が何を研究しているのか知りま
せん｡モナシュ大学はマレーシアにキャンパスがあ
りますが,彼女はマレーシアに行って教えることに
なっています｡彼女はイタリアでの会議に出席して,
ちょうどオーストラリアに帰ってきたところです｡
2人の息子は見習いをして,建築業者になりました｡
一番年下の子供はコンピューターの情報工学を勉強
しました｡すべての子供はそれぞれの分野でよくや
りました｡建築業者となった1人の子供は,今は先
生となり,ティフ (TAFE,専門学校)で建築を教
えています｡建築業者となったもう1人の子供は消
防隊に加わり,現在2つの仕事をしています｡消防
士の仕事と,ベランダや裏庭のテラスといった小さ
なものを作る仕事です｡私は,子供たちがよくやっ
たと思います｡
退職後,孫たちが小さかったとき,私は孫たちの
世話をしてあげました｡子供夫婦が仕事で忙しく,
孫の世話をしてほしいとき,私は世話をしました｡
いつも孫の世話をしていたというわけではありませ
ん｡私は子供の世話をすることが好きです｡子供が
まわりにいるのが好きです｡若返ります｡すべての
子供たちはメルボルンに住んでいます｡子供たちは
フランクストン (Frankston,メルボルンの中心か
ら南東に40キロのところにある海に面したサバー
ブ)からリリデール (Lilydale,メルボルンの中心
から東南東に36キロのところにあるサバーブ)の
間に住んでいます｡私たちの家は子供たちの家のち
ょうど真ん中にあります｡この前リリデールの息子
に女の子ができましたが,リリデールはとても遠い
ので,私はその孫を世話しません｡息子の妻の母親
にとってその孫はたった一人の孫ですから,息子の
妻の母親が喜んでその孫を世話しています｡
③何に幸福を感じるか
なによりもまず,夫,子供,孫といった私の家族
との交流です｡それと,友人たちとの交流です｡私
にはこれまでに作ってきたたくさんの友人がいま
す｡私は友人たちとつき合うのが好きです｡
友人の何人かとは仕事で50年前に知 り合いまし
た｡私たちは連絡を取り合いながら,1年に1度会
っています｡子供が行っていた小学校の母親会
(mothers'club)で知り合った人とも,40年以上に
もわたってつき合っています｡人生の後になって,
私が美術教室,プロビス,ゴルフ･グループに加入
したことで知り合った友人もいます｡私の友人がゲ
スト･デイにこうした集団に来るように誘ってくれ
て,私は集団に入りました｡ゲスト･デイというの
はオープン･デイでのことです｡その日に,会員は
友人をゲストとして連れて行くことができますO私
はこうしてゴルフ･クラブに入りました｡美術教室
もそうです｡私は何人かの友人に私が行っている運
動のクラスのことを話したら,友人はそれに入りま
した｡私がかつて一緒に働いていた女性はゴルフ･
グループの友人です｡このように,集団に加入する
ことと友人となることとは繋がっているようです｡
外出すれば,友人を作るのは簡単です｡家にずっと
いれば,友人をつくることはできません｡自ら率先
してやってゆくことです｡私は人々と一緒にいるの
が好きです｡家の中に一人ですわっているのはいや
です｡夫は,私が誰とでも話せると言います｡私は
バスや電車に乗ると,必ず誰かと話します｡でも,
いつも私から話 し始めるというわけではありませ
ん｡人々は話し好きです｡
私は外出してゴルフをすることから,とくに満足
を得ています｡歩く運動を毎日することはよいこと
ですが,ゴルフをすることで歩く運動ができます｡
私たちはゴルフがうまくありません｡私は打ったボ
ールを眼で追いかけることができず,まったく別の
方向を見ていたりします｡ボールを打っても,別の
方角へ飛んでいったりします｡おもしろいので,た
くさんの笑いが起こります｡私たちはゴルフを楽し
んでいます｡美術教室でも,真剣にはやっていませ
ん｡先生は私たちよりも真剣です｡学期の最後の授
業の日に,私たちは食べ物や飲み物を持ちよってパ
ーティを開きました｡楽しいです｡私は人々とのつ
き合い (sociallife)が最も重要なことだと思って
います｡
私は公共医療サービス (HealthSeⅣices)をとて
も大切だと思います｡私が行っているお医者さんで
す｡私が病気になったとき,お医者さんは病気を治
してくれます｡ですから,私は公共医療サービスを
とても大切だと思います｡私は道を下ったところの
一般開業医を信頼しています｡もっと専門の診察が
必要なとき,その開業医は専門医を患者に紹介して
くれます｡彼は専門医を私に紹介してくれ,私は2
つの大手術を受けました｡私は,手術によってまた
よくなりました｡
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